
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流（連携）事業について 

７月12日（火）砂川中学校において、砂川中学校の２年生82名、

石山中学校の２年生29名の計111名が参加し、レクリエーション交

流会が開催されました。 

交流会では、会話をしないでジェスチャーのみで誕生日順に並ぶ

『バースデイリング』、異なる笛の音の回数を聴き砂川中学校生徒と

石山中学校生徒が混ざったグループを作って与えられたテーマにつ

いて話す『笛の数』、お題にあった相手の学校の生徒を探して一緒に走

る『借り人競争』の３つのレクリエーションが行われました。 

交流会終了後は両校でアンケートが取られ、参加生徒からは、統合

に対する不安が軽減され楽しみとする内容でした。 

〔アンケートから〕 

①「自分は人見知りで、最初は交流会なんてやりたくなかったけど、

いざやってみたら意外と石山中学校の人と話せてほっとした。来年が

楽しみです。」 

②「初めは誰も知らなくて仲良く出来るか心配だったけど、石山中学

校の子と仲良くなれてよかったです。来年統合するのが最初は不安だ

ったけど、交流会を通してみんなと仲良くなれたから楽しみになっ

た。」 

③「交流会に行く前は知らない人と一緒にゲームするのも砂川中学校

と統合するのも嫌だと思っていました。でも実際に砂川中学校の生徒

たちと会って統合するのが少し楽しみになりました。心配だったこと

が減ったし、楽しかったので良かったです。」 
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夏休み学習サポート事業 

７月25日（月）、26日（火）北光小学校において、２日間ののべ人数で、北光小学校

の児童42名、石山中学校の生徒９名、砂川高校の生徒８名が参加し、『夏休み学習サポー

ト事業』が実施されました。今回は砂川高校の生徒だけではなく、石山中学校の生徒も参

加した「小中高連携事業」として実施され、北光小学校の児童は中高生から勉強を教えて

もらい、砂川高校生徒が考えたレクリエーションを楽しんでいました。義務教育学校で

は、このような異学年交流が活発に行われるようになり、精神的な発達や社会性の育成

が期待されます。 

↳中高生から勉強を教わりました ↳レクリエーションを一緒に楽しみました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

義務教育学校視察【帯広市】 

２ 

砂川市義務教育学校建設基本設計・実施設計委託について 

７月21日（木）、小中一貫教育推進委員会、小中学校の校長、教頭の４名と教育委員

会事務局職員で小中一貫教育の先進地である北広島市へ視察に行きました。北広島市は、

平成30年度から市内全校で小中一貫教育を開始しており、これまでの取り組み状況の説

明や、中学校教諭（社会科）が小学校に出向き、小学校の社会の授業を教える「乗り入

れ授業」を参観してきました。 

小中一貫教育は、義務教育９年間を見通して一貫した指導を行い系統的な教育を目指

すものであり、その取り組みは、「子どもたちの規範意識の向上」「自尊感情の高まり」

「学力の向上」などのメリットもあり、担当者からは、「児童生徒の意識が高まっている」

「児童生徒の成長が目に見えてわかるため、先生たちの意識も変わってきている」「中学

校教諭の小学校への乗り入れ授業により、児童との距離が縮まり、中１ギャップの解消

に繋がっている」などの成果が挙げられていました。令和８年度の義務教育学校開校に

向けて、今後、小中一貫教育を導入していくうえで大変参考となるものでした。 

７月29日（金）、教育委員会事務局職員等で今年度義務教育学校

を開校した帯広市の大空学園義務教育学校へ視察に行きました。大

空学園は、大空中学校を改修、増築して、仮設校舎を設置せずに中

学校の授業をしながら工事が進められました。開校したばかりであ

るため、施設見学のみの受入れしか行っていないとのことで、授業

参観等はできませんでしたが、工事の工夫や苦慮された点について

説明していただくとともに、校舎内を見学しました。現在、市では

義務教育学校の建設形態を既存の校舎（砂川中学校）を改修し小学

校相当部分を増築するものと、既存の校舎を活用せずに新築するも

のとの２通りを想定しており、今回の視察内容も参考として、建設

形態の決定に向けて検討を進めています。 

◆お問い合わせ先  砂川市教育委員会学校再編課 

  住所：砂川市西７条北２丁目１番１号     

電話：0125-54-2121 FAX：0125-74-8798 Ｅ-mail：saihen@city.sunagawa.lg.jp 

 

砂川市義務教育学校建設基本設計・実施設計を委託するにあたり、広く技術提案を募集

し、最も適切な者を当該業務の受託候補者として選定するため、公募型プロポーザルを実

施しました。 

７月11日（月）に選定委員会を開催し、ヒアリング審査を行った結果、受託候補者が

「株式会社アトリエブンク」に選定され、７月22日（金）に契約を締結しました。 

★ 会議の資料、詳細は、市のホームページで公開しています。 
 

右のQRからもアクセスできます。 

URL(https://www.city.sunagawa.hokkaido.jp/kosodate_kyouiku/kyouikugyous

ei/2020-0827-1549-62.html) 

 

公募型プロポーザルの選定結果について 

小中一貫教育、義務教育学校視察について 

小中一貫教育視察【北広島市】 

２ 


